
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T0315 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭基礎 
単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 最新 家庭基礎 生活を科学する （教育図書） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

出席・授業態度・提出物など、基本的な学習態度を大切にして授業を行っていきます。 

みなさんの生活の中で、大切なことを学んでいきます。１回１回の授業を大切に受けてください。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

高齢社会・衣生活・食生活に関する基礎的・基本知識な知識と技術を習得させ、家庭や地域の生活課

題を主体的に解決し、生活の充実向上を図る力と実践的な態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

経済生活、高齢社会・衣生

活・食生活に関する基礎的・

基本的な知識・技能を身に

つけている。 

経済生活、高齢社会・衣生

活・食生活について課題を見

いだし、その解決を目指して

思考を深め、適切に判断し、

工夫し創造する能力を身に

つけている。 

経済生活、高齢社会・衣生

活・食生活について感心をも

ち、その充実向上を目指して

主体的に取り組むとともに、

実践的な態度を身につけて

いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

経

済

生

活

を

営

む 

・多様化する消費生活

の現状と課題を理解す

る。 

・契約や消費者信用の

意味と実態を理解する。 

・家計と社会とのかか

わりを考える。 

 

a: 現在及び将来の消費生活と経

済の計画・管理、生活設計のた

めに必要な知識・技能を身に付

けている。 

b: 消費生活と生涯を見通した経

済の計画・管理、生活設計につ

いて、考え、工夫している。 

c: 消費生活と生涯を見通した経

済の計画・管理、生活設計につ

いて関心を持ち、意欲的に学習

に取り組もうとしている。 

 

 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

 

 

ワークシ

ート 

 

パ フ ォ ー

マ ン ス 課

題 

 

授業態度 

高
齢
社
会
を
生
き
る 

・高齢者への支援のあ

り方を考える。 

 

a: 高齢者の生活について理解

し、家族・地域・社会の果たす

役割を認識するために必要な

知識・技能を身に付けている。 

b: 高齢者の生活について、家族

や地域の生活を見つめて課題

を見いだし、その解決をめざし

て考え、表現している。 

c: :高齢者の生活について関心

を持ち、実践的・体験的な活動

を通して意欲的に学習に取り

組もうとしている 

 

 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

 

 

ワークシ

ート 

 

パ フ ォ ー

マ ン ス 課

題 

 

授業態度 



※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

衣
生
活
を
つ
く
る 

・トートバック製作を

行う。 

・被服材料について学

ぶ。 

・衣生活の計画につい

て理解 

 

a: 被服の機能と着装、被服材料、

被服の構成、被服管理などにつ

いて科学的に理解し、健康で快

適な衣生活を主体的に営むた

めに必要な知識・技能を身に付

けている。 

b: 被服管理と着装、健康で快適

な衣生活などについて、課題を

見いだし、その解決をめざして

考え、適切に判断し表現してい

る。 

c: 被服管理と着装、健康で快適

な衣生活、ライフスタイルと環

境に関心をもち、意欲的に学習

に取り組もうとしている。 

 

 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

 

 

ワークシ

ート 

 

パ フ ォ ー

マ ン ス 課

題 

 

授業態度 

 

     

３
学
期 

食
生
活
を
つ
く
る 

・献立調理実習を行う 

（和食・洋食・中華） 

・五大栄養素のはたら

きと多く含む食品の特

徴を学ぶ。 

・食事計画について理

解する。 

 

a: 栄養、食品、調理、食品衛生、

ライフスタイルと環境などに

ついて実験・実習を中心とした

学習を通して科学的に理解し、

健康で安全な食生活を主体的

に営むために必要な知識・技能

を身に付けている。 

b: 食事と健康、安全と環境に配

慮した食生活について、課題を

見いだし、その解決をめざして

考え、適切に判断し表現してい

る。 

c: 食事と健康、安全と環境に配

慮した食生活、ライフスタイル

と環境に関心をもち、意欲的に

学習に取り組もうとしている。 

 

 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

定期考査 

 

ワークシ

ート 

 

パフォー

マンス課

題 

 

 

ワークシ

ート 

 

パ フ ォ ー

マ ン ス 課

題 

 

授業態度 

 

     

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


